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占
領
期
に
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
蓮
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
が
実
施

し
た
看
護
改
革
は
、
中
央
か
ら
の
政
策
を
地
方
の
各
府
県
で
は
ど

の
よ
う
に
受
け
と
め
展
開
し
た
の
か
。
中
央
と
地
方
の
双
方
か
ら

の
視
点
で
看
護
政
策
の
実
施
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
地
方
か
ら
の
視
点
で
見
て
い
け
ば
占
領
経
験
も
一
様
で
は
な

く
、
各
府
県
に
よ
っ
て
看
護
政
策
の
展
開
に
は
違
い
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

地
方
レ
ベ
ル
で
看
護
政
策
の
実
施
過
程
を
見
る
に
は
、
府
県
軍

政
部
軍
政
官
の
活
動
内
容
及
び
そ
の
思
想
が
手
が
か
り
と
な
る
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日
本
の
占
領
政
策
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
各
府
県

に
軍
政
部
を
配
置
し
、
地
方
行
政
機
関
を
直
接
監
視
す
る
よ
う
指

，
占
領
期
に
て
山
梨
県
の
看
護
政
策
に
影
響

を
与
え
た
フ
ァ
ー
ラ
ー
軍
医

｜
般
口
演

佐
藤
公
美
子

示
し
た
。
地
方
の
占
領
政
策
の
実
施
状
況
は
、
府
県
軍
政
部
か
ら

中
央
に
定
期
的
（
週
報
半
月
報
、
月
報
）
に
報
告
さ
れ
た
。

占
領
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
各
府
県
の
軍
政
部
が
独
自
の
判
断

で
是
正
命
令
を
出
す
事
は
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
地
方
で
占

領
政
策
を
遂
行
す
る
府
県
軍
政
部
は
、
即
時
の
判
断
や
決
定
を
迫

ら
れ
る
事
も
多
く
、
指
揮
を
と
る
軍
政
官
の
個
性
が
政
策
実
施
に

影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

山
梨
県
軍
政
部
の
衛
生
部
門
は
「
公
衆
衛
生
課
」
が
担
当
し
、

軍
医
一
名
、
軍
政
官
二
名
、
日
本
人
医
師
一
名
、
通
訳
一
名
で
編

成
さ
れ
た
。
山
梨
県
に
赴
任
し
て
政
策
実
施
に
関
与
し
た
フ
ァ
ー

ラ
ー
（
ｇ
の
．
］
蜀
昌
画
）
軍
医
は
、
一
九
四
八
年
か
ら
一
年
間
、
軍

政
部
公
衆
衛
生
課
の
チ
ー
フ
と
し
て
就
任
し
た
。

就
任
後
は
予
防
医
学
に
重
点
を
お
き
公
衆
衛
生
の
実
態
調
査
や

病
院
調
査
、
保
健
所
の
視
察
等
を
行
い
、
県
民
の
健
康
状
態
や
施

設
の
整
備
状
況
を
把
握
し
た
上
で
具
体
的
な
指
示
を
与
え
た
。
ま

た
フ
ァ
ー
ラ
ー
軍
医
は
看
護
職
に
理
解
と
関
心
を
示
し
「
医
師
、

歯
科
医
師
、
看
護
婦
、
助
産
婦
、
保
健
婦
は
医
学
の
職
を
有
す
る

グ
ル
ー
プ
、
ま
た
は
衛
生
家
族
で
あ
る
」
と
機
会
あ
る
ご
と
に
述

べ
た
。
こ
の
フ
ァ
ー
ラ
ー
軍
医
の
思
想
は
山
梨
県
内
看
護
職
の
志
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気
を
高
め
、
看
護
政
策
実
施
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
当
時
、
山
梨

県
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
、
保
健
婦
・
助
産
婦
・
看
護
婦
の
三
者
一

体
の
看
護
団
体
を
一
九
四
六
年
八
月
十
八
日
に
発
足
し
、
す
で
に

看
護
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
フ
ァ
ー
ラ
ー
軍
医
は
さ
ら
に
県
内

看
護
職
の
専
門
性
を
高
め
公
衆
衛
生
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め

に
、
看
護
職
か
ら
成
る
学
術
研
究
会
の
設
置
を
指
示
し
た
。
フ
ァ

ー
ラ
ー
軍
医
が
要
望
し
た
学
術
研
究
会
は
一
九
四
八
年
四
月
二
十

一
日
に
発
足
し
、
第
一
回
学
術
研
究
会
に
は
七
百
名
の
参
加
が
あ

っ
た
。
県
内
の
看
護
職
は
学
術
研
究
会
で
の
講
演
や
研
究
発
表
を

通
し
て
、
伝
染
病
の
知
識
を
深
め
、
妊
婦
や
乳
幼
児
へ
の
保
健
指

導
内
容
を
学
び
看
護
を
実
践
し
て
い
っ
た
。
フ
ァ
ー
ラ
ー
軍
医
自

ら
も
．
般
衛
生
に
つ
い
て
」
「
保
健
所
に
お
け
る
保
健
婦
と
助
産

婦
一
な
ど
の
講
演
を
行
い
、
看
護
職
が
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す

婦
」
な
ど
の
講
演
を
↑

る
こ
と
を
示
唆
し
た
。

次
に
フ
ァ
ー
ラ
ー
軍
医
は
看
護
職
の
活
動
拠
点
と
な
る
看
護
会

館
の
建
立
に
あ
た
り
、
県
衛
生
部
長
や
医
師
会
会
長
と
会
館
建
設

地
や
資
金
面
の
直
接
交
渉
を
行
い
、
看
護
職
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

そ
し
て
、
一
九
四
八
年
十
二
月
六
日
、
看
護
職
独
自
の
会
館
が
完

成
し
た
。
フ
ァ
ー
ラ
ー
軍
医
は
「
看
護
会
館
建
立
は
日
本
の
歴
史

上
初
め
て
の
快
挙
で
あ
り
、
医
師
・
歯
科
医
師
と
並
び
看
護
職
も

ま
た
専
門
職
で
あ
る
」
こ
と
を
記
し
て
中
央
に
報
告
し
て
い
る
。

看
護
職
者
は
会
館
建
立
を
機
に
、
看
護
職
が
女
性
の
職
業
と
し
て
、

ま
た
医
療
に
従
事
す
る
専
門
職
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。

フ
ァ
ー
ラ
ー
軍
医
は
山
梨
県
軍
政
部
軍
医
と
し
て
、
看
護
の
発

展
を
願
い
、
看
護
職
に
多
く
の
指
導
を
行
な
っ
た
。
フ
ァ
ー
ラ
ー

軍
医
の
熱
意
と
実
践
力
が
、
看
護
政
策
の
実
施
過
程
に
影
響
し
た

こ
と
が
明
ら
か
に
で
き
た
。

（
山
梨
医
科
大
学
）


